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TriVersaTM NanoMate Chip Base ESI Ion Source for nano LC/MS

高感度

Infusion nano-Spray

On-Line Spray & Fraction Collection

による MSn 分析が簡単

TriVersaTM NanoMate
微量サンプルの高感度分析を可能にするESI ロボットイオン源



ESI-Chip

Nozzle ID : 5.0μm

Micro ESI-Chip は、簡単にセットする事ができます。

セットされた ESI-Chip は、メモリーカードに記憶されている、ノズルの

使用状況を自動的に読み取り、常に新しいノズルを使用する事が出

来ます。

Example of the Spray Sensing over 34 hour run time.

Chip-MateTM は、Spray Sensing 機能を搭載しているので、ノズルの詰まり等、何らかの原因によるスプレイの停止が起きた場合、

数秒以内で自動的に micro ESI-Chip のノズルを新しいノズルに交換し、スプレイを始め、分析を続けることができます。

これにより、貴重なサンプル分析のダメージを最小限に抑え、サンプルや時間を無駄に消費すること無く、また、分析時間を

有効に利用することができます。特に。長時間に渡る nano LC グラジエント分析を行っている場合には、大変有効な機能です。

Spray Sensing 機能

◆A – Chip （標準付属）

HD_A_384 / ID = 5.0 μm

100 ～ 500nL / min

◆ D ‐ Chip

HD_D_384 / ID = 4.0 μm

60 ～ 250nL / min

◆G ‐ Chip

HD_G_384 / ID = 2.5 μm

20 ～ 60nL / min

TriVersa NanoMate R は、今まで難しかったnano LC/MS を、簡単に行う事ができます。

Infusion mode では、微量サンプルを安定したナノスプレイで

長時間行う事ができます。

スプレイ時間は、１μＬを約１０～２０分間程度できます。

On-Line Fraction mode では、コンベンショナルLC を使い、

nano Spray 分析と同時に分取もできます。

プレートに分取されたサンプルは、ＭＳデータと

リンクしている為、MS/MS 分析のサンプルとして

Infusion mode で長時間スプレイすることができ、

S/N を大幅に向上させることができます。
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Chip Base ESI Robotic Ion Source



Infusion Mode Chip Base ESI Ion Source

★ TriVersaR NanoMate の Infusion mode では、分析サンプルを長時間スプレイする事が可能です。

★ 少ないサンプルでも長時間に渡り、同じＭＳピークが続くため、MSn 分析を行う際に有効。

★ 同じＭＳ分析中にＭＳのモードを変更し分析データを得ることができます。

★ 微量サンプルをＭＳ分析する際に、従来行っていたサンプルの希釈をする必要がありません。

Flow rates : 
5.0 µm ID ~ 500 nL /min
4.0 µm ID ~ 100 nL /min
2.5 µm ID ~   60 nL /min

Conductive Pipette Tip
0 – 2.5 kV

MS Entrance

nano Electrospray

Sample
Back Pressure  ~ 0.3 psi

ESI‐Chip

Q0 Q1 q2 Q3

High voltage

Sample Plate / Robotic 
System

Lipid profile of mouse intestine. 

Glycerophospholipid species were detected by 

multiple precursor ion scanning for fatty

acid fragment ions. Peak identification was 

performed using Lipid Profiler software.

Fast, reproducible, and automated lipid analysis
using chip-based nano electrospray infusion

Fast and automated ligand screening using Chip-based 
nano Electrospray Infusion.
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On-Line Fraction Collection mode

Robot nano ESI Source
Infusion & On-Line Fraction Correction.

TriVersa R NanoMate は、今まで難しかったnano LC/MS を、簡単に行う事ができます。

Infusion mode では、微量サンプルを安定したナノスプレイで長時間行う事ができます。

スプレイ時間は、１μＬを約１０～２０分間程度連続したスプレイを行う事ができます。

On-Line Fraction mode では、コンベンショナルLC を使い、ナノスプレイでＭＳ分析を行い、同時にプレート

（96 / 384 well ）に分取することができます。

プレートに分取されたサンプルは、ＭＳデータとリンクしている為、MS/MS 分析のサンプルとしてInfusion 

mode で長時間スプレイすることができ、s/n を大幅に向上させることができます。

Fraction Collector / Robotic 
System

96 / 384 well Plate.

HPLC  System

Flow-Split
1 : 999

ESI-ChipTM

200 nL/min

200 μL/min

199.8 μL/min

Q0 Q1 q2 Q3

Q0 Q1 q2 Q3

ESI-ChipTM

High voltage

conductive pipette tip2) Fraction Collector / Robotic 
System

１５秒間のピーク

MS 分析と同時にサンプルプレート （96 / 384 

well ）に分取。

各ウェルの位置情報は、MS データと同期して

いるので、各ピークの分取位置が分かる。

４０分間のデータ積算。ノイズに埋もれて

いた微弱なピークが認識できます。

１分間のデータ積算 ５分間のデータ積算



Ion Mobility への可能性

LESA ( Liquid Extraction Surface Analysis ) と Ion Mobility の応用

Ion Mobility Analysis では、

TriVersaTM NanoMate と Ion Mobility の利点

TriVersaTM NanoMate は、Ion Mobility 分析へ応用する事が可能です。

Ion Mobility 分析をより確実に行うために、TriVersaTM NanoMate の

微量サンプルを長時間スプレイ可能な技術が最適です。

１）TriVersaTM NanoMate のロボット機能を利用する事で、より高感度

High throughput 分析を行う事も可能になります。

２）TriVersa TM NanoMate の長時間スプレイが安心して Ion Mobility 

分析が出来ます。

３）TriVersa TM NanoMate と Ion Mobility の組み合わせは、新たな

LC/MS 分析の可能性を広げることが出来ます。

Mass Spectrometer
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Detector

ESI-Chip
400 nozzle

TriVersaTM

NanoMate

LESA Sampling positions Diclofenac spotted

a) 1 μg

b) 100 ng

c) 10 ng

・ Control rat kidney sections
・ Three different concentrations of diclofenac 

spotted onto tissue:
a) 1 μg diclofenac dosed on tissue.
b) 100 ng diclofenac on tissue.
c) 10 ng diclofenac on tissue.

The extracted arrival time distributions (ATDs) for m/z 249 (Red) and the 
resulting m/z 213 daughter ion (Black) through the mobility cell are 
displayed above for two samplings from each tissue section.

LESA-MS used to sample across the kidney at each sampling position 
indicated using the selective mobility MS/MS method. 
These results indicate that with an IMS separation after MS/MS 
fragmentation, diclofenac can be confidently identified with just 10 ng 
spotted on tissue.

a) 1 μg c) 10 ngb) 100 ng

Kidney tissue only

Diclofenac on tissue

上記の様に、質量が同じでも形状の異なる物質をInfusion mode と

Ion Mobility 分析法を用いることで、同じ質量で異なる物質を分離

することが出来ます。

Photos are provided courtesy of AB Sciex Pte. Ltd.Ion Mobility では、上記のような表現を行うLC/MS もあります。
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取扱販売店

※価格についてはお問い合わせください。
※上記製品仕様及びカタログ内は予告無く変更される場合があります。詳しくは、お問い合わせください。

株式会社エル・イー・テクノロジーズ

Advion Inc. 総輸入販売代理店

2013年12月2日

お客様各位へ

株式会社エル・イー・テクノロジーズは、米国 Advion

Inc.  で製造された下記の製品について、日本における

唯一の販売代理店であることを証明します。

・ ロボットイオン源 TriVersaTM NanoMate 及びLESA

・ナノ・イオン源 Chip-MateTM

・これ等に関するアクセサリー及び消耗品

・上記製品に関するアフターサービス

Joseph M. Kiely
Executive Vice President, CFO

Advion Inc.
Exclusive Distributor in Japan 

TriVersa TM NanoMate

ロボット機能 使用可能プレート 96 / 384 well Plate １枚

スプレイモード Infusion 及びOn-line Fraction Collection mode

サンプル量 最大15μｌ / Pipette Tip ( Infusion mode )

ソフトウェア ChipSoftware (標準）

ピペットチップ 専用導電性ピペットチップ（384 well Rack １）

分析モード ポジティブ及びネガティブモード

サンプル冷却 ペルティエ素子 制御範囲 ４～２５℃

高電圧 コントロールボックスより供給 最大 2.5kv ( + or - ）

寸 法 300 x 300 x 400 mm 外部コントロールボックスは含みません。

電 源 AC 100V , 7A

重 量 １４kg


